第1の項目
職員の任用は、これまでから、組織上の必要性を基本として、地方公務員法の能力実証の原則に基づき、また、職員の士気高揚の点にも配慮しながら、任命権者の責任において公平・平等に行っているもの。今後も、頑張って業務に取組み、実績を残した職員が報いられるよう公平・平等な任用を行っていくこととしている。技能労務職員の今後のあり方等は、平成23年度より、行政職への転任選考を実施したところ。今後も、勤務労働条件に関する事項については、必要に応じ、皆様方の意見も伺いたい。技能労務職給料表は、国における行政職俸給表(二)を基本として制定しているものであり、技能労務職給料表３級の水準引き上げは困難。
第2の項目
行財政計画（案）において、その業務をアウトソーシングし、退職した後を補充しないことにより定数削減を図ることとしている。なお、アウトソーシングの内容については、現在、モデル事業を実施しているところであるが、校務員の職務内容や役務費の執行状況等､現場の状況を踏まえ、実態に即した手法を検討してまいりたい。検討を進めるにあたっては、勤務労働条件に関する事項については、必要に応じ、皆様方の意見も伺いたい。行政職への転任選考については、平成23年度から実施しているところ。今後とも、勤務労働条件に関わる事項については、皆様方と十分に協議してまいりたい。
第3の項目
今後とも､勤務条件に関わる事項については、必要に応じて、皆様の意見も伺ってまいりたい。なお、平成26年度からの高校授業料無償化制度の見直しに伴う事務処理体制については、事務の性質等を総合的に勘案し、人材派遣の活用により対応することとしたもの。平成27年度以降の事務処理体制については、平成26年度の状況を見極めながら検討を行い、適切に対応していくこととしている。

第4の項目
副主査制度は、平成23年度より、人事評価点と資格点の合計が一定の基準以上の者を合格とする新しい副主査選考を実施しているところ。研修、資格の項目については、必要に応じて検討してまいりたい。
第5の項目
障がいのある教職員が勤務する学校においては、本人の状況やニーズを把握し、必要に応じて施設設備の改修・整備を図るとともに、人的な面では、本人に対する校内の協力体制を確保することなどにより、対処していただいているところ。今後とも、校長を通じて個々人の状況やニーズを的確に把握し、当該教職員が十分にその能力を発揮できるよう職場環境の整備に努めてまいりたい。障がいのある職員に対する職場環境の改善につきましては、府立高校におけるバリアフリー化の取組みにおいて、福祉のまちづくり条例に基づき、エレベーターをはじめ、多目的（障がい者用）トイレや階段手すりの設置、スロープによる学校内の段差の解消等について、計画的に整備を進めているところ。
第6の項目
計画人事を行うにあたっては、職員個々人の要件についても、できるだけ配慮しながら、適切に行っているところ。
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